
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
令
和
７
年

６
月
５
日
、
大
阪
・
東
淀
川
区
東
中
島
の
ホ
テ
ル

新
大
阪
で
第
47
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
９
人
。
山
田
秀
雄
西
日
本
組
合
事
務
局
長
の

司
会
で
進
行
。
最
上
裕
光
副
会
長
が
開
会
の
辞
を

述
べ
、
清
水
雄
一
郎
会
長
が
挨
拶
し
た
の
ち
議
長

を
務
め
た
。
提
出
議
案
の
「
令
和
６
年
度
事
業
報

告
書
及
び
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件
」「
令
和
７

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課

及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件
」「
全
日
本
一
般
缶
Ｐ

Ｒ
活
動
推
進
協
議
会
の
件
」「
運
営
委
員
選
任
の

件
」は
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
「
役
員
改
選
の
件
」
は
、
選

任
制
の
方
法
で
理
事
14
人
、
監
事
２
人
が
選
出
さ

れ
た
。
そ
の
後
に
開
い
た
理
事
会
で
会
長
、
副
会

長
、
専
務
理
事
が
選
任
さ
れ
た
。
新
役
員
は
次
の

通
り
。

会 

　 

長

最
上
裕
光（
東
日
本
組
合
理
事
長
・
最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ

㈱
代
表
取
締
役
）

副 

会 

長

清
水
雄
一
郎（
西
日
本
組
合
理
事
長
・
大
阪
製
罐

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）・
安
藤
宏
行（
中
部
組
合
理

事
長
・
日
東
製
罐
販
売
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

専
務
理
事　

伊
藤
信
也（
東
日
本
組
合
事
務
局
長
）

理
　
　
事　

竹
内
雅
夫（
東
日
本
組
合
副
理
事
長
・
金
方
堂
松

本
工
業
㈱
取
締
役
会
長
）、
水
戸
部
伸
寿（
東
日
本

組
合
副
理
事
長
・
水
戸
部
製
缶
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）、
神
宮
善
太
郎（
東
日
本
組
合
副
理
事
長
・
㈱

神
宮
製
作
所
相
談
役
）、
中
田
則
彦（
東
日
本
組
合

理
事
・
エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
㈱
顧
問
）、
筒
井　

久

（
東
日
本
組
合
理
事
・
㈱
ト
ー
カ
ン
代
表
取
締

役
）、
小
西
康
晴（
西
日
本
組
合
副
理
事
長
・
生
野

金
属
㈱
代
表
取
締
役
）、
砂
川
秀
樹（
西
日
本
組
合

理
事
・
㈱
ゼ
ン
ユ
ー
代
表
取
締
役
社
長
）、
板
垣　

毅（
西
日
本
組
合
理
事
・
三
国
金
属
工
業
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）、
松
永
明
人（
中
部
組
合
副
理
事

長
・
静
岡
製
罐
㈲
代
表
取
締
役
）、
石
川
貴
也（
中

部
組
合
理
事
・
側
島
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
）

監
　
　
事　

関
根
浩
二（
東
日
本
組
合
理
事
・
㈲
須
貝
金
属
工

業
所
代
表
取
締
役
）・
渋
谷
剛
志（
西
日
本
組
合
副

理
事
長
・
明
和
金
属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
）

最
後
に
安
藤
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
終
了

し
た
。

ホテル新大阪にて

役
員
改
選
で
会
長
に
最
上
氏

副
会
長
に
清
水
氏

安
藤
氏
が
就
任

第
47
回
定
時
総
会
全
日
本一般
缶
工
業
団
体
連
合
会
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全
日
本一般
缶
工
業
団
体
連
合
会 

会
長

最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱ 

代
表
取
締
役最

上 

裕
光

会
長
就
任
挨
拶
 
 

こ
の
た
び
、
６
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
定

時
総
会
に
お
い
て
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体

連
合
会
の
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
最
上

Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱
の
最
上
裕
光
で
ご
ざ
い
ま
す
。
伝

統
あ
る
当
会
の
会
長
職
を
お
引
き
受
け
す
る

に
あ
た
り
、
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
に
尽
力

す
る
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

我
々
一
般
缶
業
界
は
、
菓
子
、
塗
料
、
化

学
品
、
食
品
、
日
用
品
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

分
野
に
製
品
を
供
給
し
、
産
業
と
暮
ら
し
を

支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

近
年
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
や
機
能
性
が
求
め
ら

れ
る
分
野
も
増
え
、
一
般
缶
の
可
能
性
は
ま

す
ま
す
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
急

速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
深
刻
な
人
手
不
足

や
中
小
企
業
に
お
け
る
賃
上
げ
対
応
な
ど
、

経
営
上
の
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
に
対
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
化

装
置
の
導
入
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
業
務
の
効
率
化

と
い
っ
た
技
術
の
活
用
が
不
可
欠
で
す
。
業

界
と
し
て
も
知
見
を
共
有
し
、
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
次
代
を
担
う
人
材
の
採
用
・

育
成
や
後
継
経
営
者
の
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
、

業
界
の
持
続
的
な
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り

ま
す
。

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
お
よ
び
一
般
缶

業
界
に
関
連
す
る
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

経　
歴

1
9
6
1
年
東
京
都
生
ま
れ
。1
9
8
0
年
最
上
製

缶
㈲（
現
最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱
）入
社
。1
9
9
6
年
8
月
同

社
代
表
取
締
役
。

東
日
本一般
缶
工
業
協
同
組
合
役
員
歴

2
0
0
5
年
5
月
理
事
。2
0
1
3
年
5
月
常
任
理

事・流
通
委
員
長
。2
0
1
9
年
6
月
副
理
事
長・人
材

育
成
委
員
長
。2
0
2
3
年
5
月
理
事

全
日
本一般
缶
工
業
団
体
連
合
会
役
員
歴

2
0
0
9
年
6
月
監
事
。2
0
1
5
年
6
月
理
事
。

2
0
2
3
年
6
月
副
会
長
。2
0
2
5
年
6
月
会
長
。

全
日
本一般
缶
工
業
団
体
連
合
会 

専
務
理
事

東
日
本一般
缶
工
業
協
同
組
合 

事
務
局
長

伊
藤 

信
也

専
務
理
事
就
任
挨
拶

令
和
７
年
６
月
５
日
開
催
の
全
日
本
一
般

缶
工
業
団
体
連
合
会
の
理
事
会
に
お
き
ま
し

て
、
専
務
理
事
を
新
た
に
拝
命
い
た
し
ま
し

た
伊
藤
信
也
と
申
し
ま
す
。
本
年
１
月
よ
り

本
連
合
会
事
務
局
に
加
わ
り
、
野
口
前
専
務

理
事
の
後
任
と
し
て
の
引
継
ぎ
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
正
式
に
専

務
理
事
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
18
リ
ッ
ト
ル
缶
メ
ー
カ
ー

に
お
い
て
品
質
管
理
を
中
心
に
業
務
に
従
事

し
、
製
造
現
場
の
改
善
や
製
品
品
質
の
維
持
・

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
長
年
、
モ

ノ
づ
く
り
の
現
場
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
活

か
し
、
今
後
は
本
連
合
会
の
運
営
を
通
じ
て

業
界
全
体
に
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

現
在
、
我
々
製
造
業
を
取
り
巻
く
経
済
環

境
は
、
原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

の
高
騰
、
為
替
変
動
の
影
響
、
さ
ら
に
は
人

手
不
足
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
各
企
業
が
生
き

残
り
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
業
界
と
し
て
持

続
可
能
な
発
展
を
目
指
す
た
め
に
は
、
情
報

共
有
や
連
携
の
強
化
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

協
同
組
合
や
団
体
活
動
に
つ
い
て
は
ま
だ

不
慣
れ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様

か
ら
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と

つ
学
び
、
誠
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経　
歴

東
日
本一般
缶
工
業
協
同
組
合
役
員
歴

2
0
2
5
年
４
月
事
務
局
長

全
日
本一般
缶
工
業
団
体
連
合
会
役
員
歴

2
0
2
5
年
６
月
専
務
理
事
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東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
最
上
裕
光
氏（
再
任
）

副
理
事
長
に
竹
内
雅
夫
氏（
再
任
）

水
戸
部
伸
寿
氏（
再
任
）

神
宮
善
太
郎
氏（
新
任
）

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
７
年

５
月
23
日
、
東
京
・
文
京
区
湯
島
の
鉄
二
健
保
会

館
で
第
47
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は

委
任
状
を
含
め
29
人
。
竹
内
雅
夫
副
理
事
長
の
司

会
で
進
行
し
、
中
田
則
彦
副
理
事
長
が
開
会
を
宣

し
、
最
上
裕
光
理
事
長
が
挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と

な
り
議
事
進
行
。
上
程
さ
れ
た
「
令
和
６
年
度
事

会
員
組
合
通
常
総
会
・
理
事
会
報
告

業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件
」「
令

和
７
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に
経
費
の

賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件
」「
令
和
７
年
度

借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
決
定
の
件
」
い
ず
れ
も

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
任
期
満
了
に
伴
う

「
理
事
及
び
監
事
選
挙
の
件
」
は
、
選
考
委
員
に

よ
る
指
名
推
選
の
方
法
で
理
事
12
人
、
監
事
２
人

が
選
出
さ
れ
た
。
最
後
に
水
戸
部
伸
寿
理
事
が
閉

会
を
告
げ
終
了
し
た
。
ま
た
、
総
会
終
了
後
の
理

事
会
で
理
事
長
及
び
副
理
事
長
が
選
出
さ
れ

た
。
新
役
員
は
次
の
通
り
。

理
事
長

最
上
裕
光（
広
報
委
員
長
・
最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱
代
表

取
締
役
）

副
理
事
長

竹
内
雅
夫（
技
術
・
Ｉ
Ｔ
副
委
員
長
・
金
方
堂
松

本
工
業
㈱
取
締
役
会
長
）、
水
戸
部
伸
寿

（
S
D
G
s
委
員
長
・
水
戸
部
製
缶
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）、
神
宮
善
太
郎（
新
任
・
営
業
流
通
副
委

員
長
・
㈱
神
宮
製
作
所
相
談
役
）

理
　
事

中
田
則
彦（
広
報
副
委
員
長
・
エ
ヌ
エ
ス
金
属
工

業
㈱
顧
問
）、
櫻
井
秀
行（
技
術
・
Ｉ
Ｔ
委
員
長
・

江
戸
川
製
罐
㈱
取
締
役
）、
関
根
浩
二（
交
流
副

委
員
長
・
㈲
須
貝
金
属
工
業
所
代
表
取
締
役
）、

筒
井　

久（
営
業
流
通
委
員
長
・
㈱
ト
ー
カ
ン
代

表
取
締
役
）、
小
黒
保
満（
交
流
委
員
長
・
日
進
製

缶
㈱
代
表
取
締
役
）、
横
川
達
也（
新
任
・
技
術
・

Ｉ
Ｔ
副
委
員
長
㈱
・
東
都
製
缶
代
表
取
締
役
）、

吉
田
亜
津
史（
新
任
・
S
D
G
s
副
委
員
長
・
東

邦
金
属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
）、
廣
濵
庄
一
郎

（
S
D
G
s
副
委
員
長
・
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
代
表
取
締

役
社
長
）

監
　
事

久
保
田
裕
美（
㈱
久
保
田
製
罐
代
表
取
締
役
）、

髙
田　

剛（
㈲
髙
田
王
冠
製
作
所
代
表
取
締
役
）

東
日
本一般
缶
工
業
協
同
組
合 

副
理
事
長

㈱
神
宮
製
作
所 

相
談
役

神
宮 

善
太
郎

副
理
事
長
就
任
挨
拶

令
和
７
年
5
月
23
日
開
催
の
東
日
本
一
般
缶

工
業
協
同
組
合
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
副
理

事
長
を
新
た
に
拝
命
い
た
し
ま
し
た
株
式
会
社

神
宮
製
作
所
の
神
宮
善
太
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
15
年
５
月
よ
り
理
事
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
副
理
事
長
と
し
て
新

た
な
気
持
ち
で
組
合
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

弊
社
は
製
罐
メ
ー
カ
ー
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

缶
の
天
板
、
地
板
、
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
製
造
販
売

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

製
罐
メ
ー
カ
ー
の
皆
様
の
御
発
展
な
く
し
て

弊
社
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
の
で
、
組
合
員
各
社
の

皆
様
の
御
発
展
を
願
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
組

合
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

引
き
続
き
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経　
歴

1
9
6
4
年
２
月
生
ま
れ
61
歳
。1
9
8
6
年
明
治

大
学
卒
業
。1
9
8
7
年
㈱
神
宮
製
作
所
入
社
。

1
9
9
9
年
㈱
神
宮
製
作
所
代
表
取
締
役
社
長
就

任
。2
0
1
9
年
㈱
神
宮
製
作
所
取
締
役
会
長
就
任
、

2
0
2
5
年
7
月
相
談
役
、現
在
に
至
る
。

東
日
本一般
缶
工
業
協
同
組
合
役
員
歴

２
０
０
３
年
５
月
理
事
。２
０
０
５
年
５
月
監
事
。

２
０
０
７
年
５
月
理
事
。２
０
２
１
年
５
月
常
任
理
事
。

２
０
２
３
年
５
月
理
事
。２
０
２
５
年
５
月
副
理
事
長

全
日
本一般
缶
工
業
団
体
連
合
会
役
員
歴

２
０
２
1
年
６
月
理
事

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
清
水
雄
一郎
氏（
再
任
）

副
理
事
長
に
小
西
康
晴
氏（
再
任
）

渋
谷
剛
志
氏（
再
任
）

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
７
年

５
月
22
日
、大
阪
市
北
区
「
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル
」

で
第
57
期
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委

任
状
を
含
め
18
名
。
清
水
雄
一
郎
理
事
長
が
議
長

に
選
任
さ
れ
、
議
事
進
行
。「
令
和
６
年
度
事
業

並
び
に
決
算
報
告
書
の
承
認
の
件
」「
令
和
７
年

度
予
算
案
並
び
に
事
業
計
画
承
認
の
件
」
は
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
任
期
満
了

に
伴
う
「
役
員
改
選
の
件
」
は
、
指
名
推
選
で
行

わ
れ
、
理
事
９
人
、
監
事
２
人
が
選
出
さ
れ
た
。

小
西
康
晴
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
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合同部会参加者の皆さん

西日本一般缶工業協同組合は令和７年６月２日
大阪・天王寺区石ヶ辻町のホテルアウィーナ大阪
で合同部会を開催した。

出席者は７人。内容は次の通り。

１ 各社の近況報告
本年２月以降の各社の近況報告について
・�鋼材値上げ及び一般副資材等の値上がりの対応は若
干の積み残しはあるが、ほぼ終了している。

工場関係でパート・派遣の人員確保について
・�各社各々対応に苦慮している。また種々の方法で対
応を模索。

2 全国流通委員会・部会協議会の
討議事項の事前打合せ

場所は『ホテル新大阪』406号会議室
・�『新しい取組事例について』のテーマで大阪製罐清水
社長・生野金属 小西社長が講演を行う。

その後、グループ討議を行う
・�討議のテーマは、各社の最重要課題について・価格
転嫁後の近況・コストアップ・それを吸収するため
の自社努力・物流2024問題の影響をグループ別に
討議を行う。

３ その他
工場見学会報告
・�２月18日日本製鉄㈱名古屋製鉄所の見学会に、組
合員含め27名が参加。
・�工場概要説明のあと、 高炉の一部、連続焼鈍処理設
備、クロムめっき設備、熱間圧延を見学した。

職場における熱中症対策等について
・�エアコンの増設や空調等を行っている。
・�水分補給や身体への配慮が必要と思われる。

関西地区の大阪万博について
・�既に足をはこんだ人もいますが、これから見学する
人も多い。
・�若干ではあるが、缶の需要の増に繋がっている。

合同部会を開催
西日本一般缶工業協同組合

た
。
総
会
後
の
理
事
会
で
理
事
長
及
び
副
理
事
長

が
選
出
さ
れ
た
。
新
役
員
は
次
の
通
り
。

理
事
長

清
水
雄
一
郎（
大
阪
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

副
理
事
長

小
西
康
晴（
生
野
金
属
㈱
代
表
取
締
役
）、
渋
谷

剛
志（
新
任
・
明
和
金
属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）

理
　
事

渡
邊
達
也（
江
戸
川
製
罐
工
業
㈱
代
表
取
締
役
）、

岩
橋　

徹（
㈱
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
金
属
工
場
代
表
取

締
役
）、
下
宮
正
裕（
下
宮
金
属
工
業
㈱
代
表
取

締
役
）、
有
山
健
一（
エ
ー
ス
精
器
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）、
板
垣　

毅（
三
国
金
属
工
業
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）、
砂
川
秀
樹（
㈱
ゼ
ン
ユ
ー
代
表
取

締
役
社
長
）

監
　
事

中
山
裕
文（
中
山
製
缶
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、

山
本
浩
之（
山
雄
製
缶
工
業
㈱
代
表
取
締
役
）

総
会
終
了
後
懇
親
会
に
移
り
、
出
席
組
合
員
に

加
え
、
賛
助
会
員
14
名
の
方
が
来
賓
と
し
て
出

席
、
懇
親
を
深
め
た
後
、
散
会
し
た
。

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
安
藤
宏
行
氏（
再
任
）

副
理
事
長
に
松
永
明
人
氏（
再
任
）

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
は
令
和
７
年
５
月　

16
日
、名
古
屋
市
中
村
区
の
O
K
B
ハ
ー
モ
ニ
ー

プ
ラ
ザ
で
第
75
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
委
任
状
を
含
め
７
人
。
安
藤
宏
行
理
事
長
が

開
会
を
宣
し
、
挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
議
事

進
行
。
上
程
さ
れ
た
「
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
・
剰
余
金
処
分
案
の
件
」、「
令
和

７
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算
承
認
の

件
」「
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
の
決
定
に
関

す
る
件
」
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。「
理
事
及
び
監
事
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
の
件
」
は
指
名
推
選
で
行
わ
れ
、
理
事
６
人
、

監
事
１
人
が
選
出
さ
れ
た
。
最
後
に
安
藤
議
長
が

閉
会
を
告
げ
終
了
し
た
。
総
会
後
の
理
事
会
で
理

事
長
及
び
副
理
事
長
が
選
出
さ
れ
た
。
新
役
員
は

次
の
通
り
。

理
事
長

安
藤
宏
行（
日
東
製
罐
販
売
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

副
理
事
長

松
永
明
人（
静
岡
製
罐
㈲
代
表
取
締
役
社
長
）

理
　
事

石
川
浩
章（
大
和
容
器
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、

池
田
祥
三（
興
和
製
缶
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、

小
西
康
晴（
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ス
㈱
代
表
取
締
役
）、

石
川
貴
也（
新
任
・
側
島
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
）

監
　
事

近
藤
正
臣（
社
会
福
祉
法
人
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
名
古

屋
金
属
工
場
代
表
）
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一般缶イノベーション
フォーラム２０２５を開催

全日本一般缶工業団体連合会

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
令
和

７
年
７
月
11
日
、
東
京
・
千
代
田
区
大
手
町

の
L
E
V
E
L 

X
X
I
東
京
會
舘
で
「
一

般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
５
」を
開
催
し
、会
員
会
社
な
ど
49
社
・

１
１
８
人
が
参
加
し
た
。
渋
谷
剛
志
運
営
委

員
が
司
会
を
務
め
、
主
催
者
を
代
表
し
最
上

裕
光
会
長
が
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、『
一
歩
、
半
歩
先
』
を
見
据
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
本
日
は
視
点
を

変
え
、
我
々
が
今
直
面
し
て
い
る
課
題
、
人

材
育
成
や
教
育
、
賃
上
げ
、
社
員
の
確
保
と

い
っ
た
現
実
的
な
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
改

め
て
足
元
を
見
直
す
機
会
と
し
ま
し
た
。
こ

の
学
び
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
経
営
の
一
助
と

な
り
、
長
年
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
事
業
を

次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く

力
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
若
い
承
継
者
の
育

成
や
業
界
全
体
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。」
と
挨

拶
し
た
。

第
１
部
は
株
式
会
社
古
田
土
経

営
税
理
士
法
人
古
田
土
会
計
鈴
木

知
朗
代
表
取
締
役
社
長
が
「
中
小

企
業
の
未
来
を
考
え
る
」（
人
が
集
ま
る
会
社

づ
く
り
）
と
題
し
特
別
講
演
を
行
っ
た
。
鈴

木
氏
は
企
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
経
営
企
画
書
と

し
て
言
語
化
・
体
系
化
し
、
実
行
可
能
な
か

た
ち
で
具
現
化
す
る
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
多
数
の
中
小
企
業
の
変
革
を
後

押
し
し
て
来
ら
れ
、
今
回
の
講
演
で
は
、
人

材
採
用
・
定
着
化
の
取
り
組
み
、
慢
性
的
な

人
材
不
足
の
現
状
打
破
、
生
産
性
向
上
を
実

現
す
る
現
場
の
工
夫
、社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
現
場
の

リ
ア
ル
な
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
「
人
が
や

め
な
い
会
社
」「
人
が
育
つ
会
社
」
に
共
通
す

る
要
素
に
つ
い
て
身
近
な
視
点
で
解
説
。
終

わ
り
に
「
経
営
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
の
気

持
ち
を
言
葉
に
し
て
伝
え
、
社
員
と
良
い
関

係
を
築
き
な
が
ら
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

結
ん
だ
。

続
く
第
２
部
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

来
賓
を
代
表
し
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
金

属
課
の
鍋
島
学
課
長
が
「
米
国
の
関
税
問
題

で
は
未
解
決
で
あ
り
不
安
と
心
配
を
お
掛
け

致
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
缶
の
良
さ
は
十
分

に
理
解
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
に
近
い
こ
と

も
あ
り
景
気
の
変
動
に
影
響
さ
れ
や
す
い
で

す
が
、
市
場
開
拓
を
進
め
ら
れ
て
成
長
分
野

と
成
長
し
て
頂
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。
続

い
て
日
本
製
鉄
㈱
薄
板
事
業
部
ブ
リ
キ
国
内

室
の
岸
川
洋
一
郎
室
長
が
乾
杯
の
発
声
に
先

立
ち
本
日
の
乾
杯
用
に
用
意
し
た
缶
ビ
ー
ル

に
つ
い
て
、「
３
年
前
に
終
売
と
な
っ
た
ス

チ
ー
ル
缶
が
、
グ
リ
ー
ン
ス
チ
ー
ル
の
社
会

的
な
貢
献
に
賛
同
い
た
だ
い
た
、門
司
港
ビ
ー

ル
の
ご
協
力
で
復
活
。年
間
15
万
缶
の
ス
チ
ー

ル
缶
の
採
用
と
な
っ
た
。」そ
の
あ
と
、グ
リ
ー

ン
ス
チ
ー
ル
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
、
挨
拶

と
し
た
。

中
締
め
で
は
、清
水
雄
一
郎
副
会
長
が
「
こ

の
難
し
い
時
代
に
や
る
べ
き
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
社
に
持
ち
帰
っ

て
、
ど
う
言
う
取
り
組
み
を
す
る
か
が
大
事

で
、
ち
ょ
っ
と
で
も

一
つ
で
も
行
動
に
移

せ
れ
ば
本
日
の
講
演

に
答
え
る
こ
と
に
な

る
。」
と
挨
拶
を
行
い

散
会
し
た
。

テーマは
「中小企業の未来を考える」
―人が集まる会社づくり―

株式会社
古田土経営税理士法人古田土会計
代表取締役社長
鈴木知朗氏

特別講演

主催者挨拶
最上 裕光 会長

来賓挨拶
鍋島 学 金属課長

日本製鉄㈱
薄板事業部ブリキ国内室

岸川洋一郎室長

司会者
渋谷氏
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全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
令
和
７
年　

６
月
５
日
、
大
阪
・

東
淀
川
区
東
中
島
の
ホ
テ
ル
新
大
阪
で
第
48
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会

協
議
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は
西
日
本
組
合
の
当
番
で
東
日
本
組
合
、
中

部
製
罐
組
合
、
西
日
本
組
合
か
ら
13
社
19
人
が
出
席
し
た
。
西
日
本
組
合

の
山
田
秀
雄
事
務
局
長
が
進
行
役
を
務
め
た
。

始
め
に
特
別
講
演
、
テ
ー
マ
「
大
阪
製
罐
㈱
と
生
野
金
属
㈱
の
新
し
い

取
組
事
例
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
生
野
金
属
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

小

西
康
晴
氏
に
よ
る
講
演
「
経
営
デ
ザ
イ
ン
で
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
」
で
は
、
経

営
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
な
が
ら
、
缶
の
販
売
シ
ョ
ッ
プ
の
立
ち
上
げ
を
通
じ

て
社
内
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
事
例
を
紹
介
、
次
に
大
阪
製
罐
株
式
会

社 

代
表
取
締
役
社
長 

清
水
雄
一
郎
氏
に
よ
る
講
演
「
お
菓
子
の
ミ
カ
タ

と
カ
ン
カ
ン
工
場
の
草
原
カ
フ
ェ
」
で
は
、
一
般
缶
の
販
売
手
法
の
展
開
、

新
工
場
建
設
（
工
場
隣
接
地
の
取
得
を
含
む
）、
さ
ら
に
チ
ー
ム
ラ
ボ
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
地
域
貢
献
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。

続
い
て
全
体
会
議
に
入
り
、
東
日
本
組
合
の
最
上
裕
光
理
事
長
、
中
部

組
合
の
安
藤
宏
行
理
事
長
、
西
日
本
組
合
の
清
水
雄
一
郎
理
事
長
が
そ
れ

ぞ
れ
近
況
を
報
告
し
た
。

こ
の
あ
と
４
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
「
各
社
の
最
重
要
課
題
（
困
り
ご
と
、

人
材
確
保
、
教
育
、
賃
上
げ
）」「
価
格
転
嫁
後
の
近
況
」「
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
対
応
の
自
社
努
力
」「
物
流

２
０
２
４
問
題
対
応
」
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
討
議
に
入
り
、
ま
と
め
と
し

て
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
長
の
㈱
ト
ー
カ
ン

筒
井
久
氏
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
長
の
㈱
ゼ

ン
ユ
ー
森
本
茂
氏
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
長

の
齋
藤
製
罐
㈱
齋
藤
光
由
氏
、
Ｄ
グ

ル
ー
プ
長
の
㈱
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
金
属

工
場
金
子
健
介
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
討
議

結
果
を
報
告
し
た
。

最
後
に
清
水
雄
一
郎
副
会
長
が
閉

会
の
辞
を
述
べ
終
了
し
た
。

第第
4848
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会
協
議
会
を
開
催

回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会
協
議
会
を
開
催

活発なグループ討議中の会場

全日本一般缶工業団体連合会

異なり皮膚が焼ける様な熱気を感じた事を覚え
ています。

こちらでは長さ８ｍほどのスラグをおよそ
1000 ｍの長さに加工しており膨大なエネルギー
を使用する光景に圧巻の一言でした。

今回、名古屋製鉄所見学では『鉄は国家なり』
の言葉をすぐに理解出来ました。　　

また、同製鉄所では環境に配慮した製造を行っ
ており、工場内で使用する水のリサイクル率は
90％と非常に高く、徹底した排ガスの処理や郷
土の森づくりなど『地域の皆様に愛され、地域
に皆様と共に成長する製鉄所』のキャッチフレー
ズの通りでありました。また中部経済圏での唯
一の一貫製鉄所であります。そのため品質の変
化があればいち早く対応可能な点が、同製鉄所
ならではの強みであり、これこそが『ISO』認
証取得につながる高度な品質管理体制の根幹だ
と感じました。

今回、ご対応頂きました日本製鉄株式会社名
古屋製鉄所の皆様、ならびに見学会を企画運営
いただいた西日本一般缶工業協同組合の皆様、
心より御礼申し上げます。貴重で有意義な学び
の機会を誠にありがとうございました。

令和７年２月 18 日西日本一般缶工業協同組合
による日本製鉄株式会社名古屋製鉄所工場見学
会が開催され、組合員総勢８社 27 名が参加致し
ました。

当日は８時 30 分大阪モード学園前に集合し、
バスで移動。12 時 50 分に到着致しました。到
着後、ゲストルームにて名古屋製鉄所の工場概
要の説明をしていただきました。

同所は 632 万㎡の広大な土地に従業員１万人
以上の方が従事しているとのことでした。

見学はマンテルより始まりました。高炉の一
部であるマンテルを身近で見たときに鉄を製造
する事がいかに偉大なことであるのかと体感出
来ました。

マンテルの内側には耐熱煉瓦を使用しており
1200 度の熱にも耐えるように工夫をされており
ました。

続いて２ＣＡＰＬ（連続燃鈍処理技術）では
冷延作業の効率を大きく向上させ一ヶ月に
およそ４万トンのコイルを製造していると
のことでした。同じ建物内にあるクロム
めっき設備では毎分 400 ｍの速度で加工を
行っており、こちらではコントロール室に
て膜厚、均一性、欠陥の有無を製品すべて
に外面検査機を用いて行っており、最後に
は人の手による検品を行う徹底した品質管
理に感銘を受けました。

最後見学したＨＯＴ（熱間圧延）の現場
では、建物に入ると冷え込んだ外気温とは 見学会参加の皆さん

工 場

見 学 会
日本製鉄㈱ 

名古屋製鉄所

西日本一般缶工業協同組合

㈱ライトハウス金属工場 吉村　晨
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令和６年１２月～令和７年５月までの一般缶生産出荷実績
 （単位：t）

年 月 生 産 出　荷 在　庫販　売 その他

経 
済 
産 

業 

省 

デ 

ー 

タ

6. 12 4,136 4,243 0 10,187
（5,093）（5,495）（21）（11,991）

 7.   1 3,678 3,737 20 10,043
（3,597）（3,838） （2）（10,024）

2 3,639 3,661 24 9,997
（3,908）（3,921）（20） （9,981）

3 3,960 3,958 21 9,978
（3,716）（4,069）（20） （9,608）

4 4,232 4,047 1 10,161
（4,055）（3,453） （1）（10,200）

      5 3,625 3,459 0 10,308
（3,687）（3,915）（20） （9,950）

年 月 生 産 出荷 在　庫販　売 その他

連 

合 

会 

デ 

ー 

タ

6. 12 3,039 3,090 7,735
（3,324）（3,612） （7,831）

 7.   1 2,681 2,761 7,579
（2,860）（3,213） （7,467）

2 2,588 2,576 7,582
（2,821）（2,919） （7,467）

3 2,744 2,734 7,592
（2,676）（2,759） （7,451）

4 2,739 2,610 7,727
（2,940）（2,802） （7,566）

      5 2,571 2,466 7,886
（2,831）（2,820） （7,566）

（　）内は前年同月実績
経済産業省データは生産動態統計鉄鋼月報より転載

全日本一般缶工業団体連合会はエコの最前線が集結
し、持続可能な未来を拓く社会課題解決に向けた展示
会「エコプロ 2025」にスチール缶リサイクル協会、全
国十八リットル缶工業組合連合会と共同出展します。

本展には環境への関心の高い一般消費者やビジネス
パーソン、行政・自治体など環境を取り巻く多様なス
テークホルダーが一堂に集います。

この出展を通じて、さまざまな容器包装材がある中
で、2023 年度リサイクル率が 93. 5％（2011 年度から
13 年連続 90％以上維持し、2025 年迄に「93％以上維
持する。」という自主行動計画の目標を達成）を誇る一
般缶（スチール缶）は循環型社会の優等生であること
を広くＰＲします。

スチール缶について学ぶ来場者

エコプロ２０２５にエコプロ２０２５に
共同出展します!共同出展します!

令和7年
12月10日（水）
～12日（金） 

10:00～17:00 

会 期
東京

ビッグサイト
東ホール

会 場

全日本一般缶工業団体連合会

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
7

年
２
月
21
日
、東
京
・
中
央
区
の
明
治
座
「
菊

の
間
」
で
第
44
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開

催
し
た
。

表
彰
式
は
神
宮
善
太
郎
運
営
委
員
長
の
司

会
で
進
行
。
竹
内
雅
夫
副
理
事
長
が
開
会
の

辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
最
上
裕
光
理
事
長
が

受
賞
者
に
激
励
の
挨
拶
を
行
っ
た
の
ち
、
組

合
員
各
社
か
ら
推
薦
さ
れ
た
優
良
従
業
員
９

人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。
こ

の
あ
と
、
東
邦
金
属
工
業
㈱
の
本
山
正
幸
部

長
が
受
賞
者
の
代
表
で
謝
辞
を
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
東
京
都
産
業
労
働

局
商
工
部
経
営
支
援
課
の
中
島
裕
貴
課
長
、

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
竹
田
憲
明

総
務
課
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
あ
っ
た
。

続
い
て
司
会
者
か
ら
同
組
合
の
上
部
団
体

で
あ
る
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
清

水
雄
一
郎
会
長
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
た

あ
と
、
水
戸
部
伸
寿
副
理
事
長
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
表
彰
式
は
終
了
し
た
。
最
後
に
出
席

し
た
受
賞
者
ら
は
記
念
撮
影
を
終
え
て
、
明

治
座
吉
幾
三
特
別
講
演
を
楽
し
ん
だ
。

受賞者は以下の通り。（敬称略）
雷　邦章（金方堂松本工業㈱）、本山正幸（東邦金属工業㈱）、滝沢映二（同社）、木村考志（日進製缶㈱）、
渡邉春菜（㈱ヒロハマ）、武田光子（同社）、宮崎俊雅（水戸部製缶㈱）、杉山飛朗（同社）、大森健二（同社）

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

第44回優良従業員表彰式を開催

最
上
理
事
長
か
ら

優
良
従
業
員
9
人
に

表
彰
状
を
授
与
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全
日
本
金
属
印
刷
工
業

協
同
組
合
連
合
会

会　

長  

菅 

谷 

誠 

一

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
─
二
─
六

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話 

〇
三
（
三
六
二
六
）
二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
六
二
六
）
二
五
〇
二

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町

二
─
二
七
五

電　

話 

〇
四
八
（
六
六
五
）
一
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八
（
六
五
一
）
九
〇
三
一

日
本
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

西 

尾 

文 

隆

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
二
─
一
八
─
一

電　

話 

〇
三
（
四
五
三
一
）
六
八
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
八
〇
）
八
一
六
〇

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

甲 

斐 

政 

浩

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
─
二
─
三

電　

話 

〇
三
（
三
五
九
七
）
三
一
一
一

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

広 

瀬 

政 

之

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
─
六
─
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
六
八
六
七
）
四
九
九
六

日
本
製
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ο
Ο  

今 
井 　

正

暑
中
お
見
舞

暑
中
お
見
舞

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

（
順
不
同
）

埼
玉
県
久
喜
市
清
久
町
二
─
三

電　

話 

〇
四
八
〇
（
九
六
）
一
六
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八
〇
（
九
六
）
一
七
四
三

最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

最 

上  

裕 

光

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話 

〇
五
六
四
（
五
一
）
一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
四
（
五
一
）
一
五
六
三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

安 

藤 

宏 

行

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋

二
─
四
─
一
七  

千
代
田
第
一
ビ
ル

電　

話 

〇
六
（
六
三
五
三
）
一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
三
五
三
）
一
九
六
七

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

清 

水 

雄 
一 
郎

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
─
四
─
五

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
〇
二

電　

話 

〇
三
（
五
八
〇
九
）
三
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
八
六
四
）
〇
九
一
一

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

最 

上  

裕 

光

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

会　

長  

最 

上  　

裕 

光

副
会
長  

安 

藤  　

宏 

行

副
会
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
─
四
─
五

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
〇
二

電　

話 

〇
三
（
五
八
〇
九
）
三
一
三
六

東
京
都
錻
力
地
金
商
業

協
同
組
合

理
事
長  

松 

苗 

昭 

文

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
─
七

電　

話 

〇
三
（
三
六
六
三
）
八
三
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
六
六
三
）
八
三
五
八

埼
玉
県
吉
川
市
土
場
九
三

電　

話 

〇
四
八
（
九
八
一
）
〇
四
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八
（
九
八
一
）
〇
四
七
六

株
式
会
社
東
都
製
缶

代
表
取
締
役  

横 

川 

達 

也

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
─
六

電　

話 

〇
二
九
（
八
四
七
）
七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
九
（
八
四
七
）
六
七
七
九

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

安 

生 

知 

基

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
─
五
五
─
一

電　

話 

〇
三
（
三
六
一
二
）
四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
三
（
三
六
一
七
）
五
〇
三
四

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

岩 

田 

明 

義

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話 

〇
四
七
（
一
二
五
）
一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
（
一
二
五
）
三
六
三
七

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

 

代
表
取
締
役  

神 

宮 

芳 

次 

郎

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町

一
─
一
三
─
一

電　

話 

〇
三
（
三
八
六
六
）
一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
八
六
六
）
二
三
八
八

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

水 

戸 

部 

伸 

寿

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
─
二
八
─
一
二

電　

話 

〇
三
（
三
八
三
一
）
一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
八
三
一
）
七
一
四
四

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

松 

本 

旭 

央

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

一
─
七
─
三
八

電　

話 
〇
六
（
六
九
六
八
）
六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
六
（
六
九
六
二
）
三
二
五
八

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

達 

也

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
─
五
─
一
六

電　

話 

〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

剛 

志

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
─
二
四

電　

話 

〇
七
二
（
二
六
八
）
〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二
（
二
六
八
）
〇
七
八
二

生
野
金
属
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

小 

西 

康 

晴

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
─
三
─
二
八

電　

話 

〇
六
（
六
七
二
三
）
五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
七
二
五
）
三
四
七
〇

大
阪
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
─
二
八
─
一
一

電　

話 

〇
三
（
三
六
二
五
）
一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
六
二
五
）
一
六
八
八

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

代
表
取
締
役
社
長  

廣 

濵 

庄 

一 

郎

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
四
─
三
七
─
六

電　

話 

〇
三
（
三
六
五
四
）
八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
六
五
五
）
七
三
四
八

東
邦
金
属
工
業
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
社
長  

吉 

田 

亜 

津 

史

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
─
七
─
二
〇

電　

話 

〇
六
（
六
三
三
二
）
〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
三
三
四
）
〇
二
五
五

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

板 

垣 　

毅

大
阪
府
大
東
市
御
領
三
─
五
─
二
〇

電　

話 

〇
七
二
（
八
七
四
）
〇
九
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二
（
八
七
五
）
四
二
五
二

日
西
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

矢 

谷 

満 

里 

子

広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠一

一
六
五
─
二

電　

話 

〇
八
二
（
四
三
三
）
五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
二
（
四
三
三
）
五
四
五
三

光
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

吉 

田 

龍 

一

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島

四
─
一
〇
─
四
四

電　

話 

〇
六
（
六
三
〇
九
）
四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
三
〇
一
）
二
一
〇
〇

株
式
会
社
ゼ
ン
ユ
ー

代
表
取
締
役
社
長  

砂 

川 

秀 

樹

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
─
一
三
一

電　

話 

〇
七
二
（
二
二
三
）
八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二
（
二
二
三
）
八
一
四
〇

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

下 

宮 

正 

裕

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀
小
字

西
松
ヶ
花
一

電　

話 

〇
七
七
四
（
八
二
）
二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
七
四
（
八
二
）
四
三
二
四

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

奥 

村 

清 

司
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静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
豊
田
二
─
八
─
八

電　

話 

〇
五
四（
二
八
七
）〇
一
二
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
四（
二
八
七
）〇
五
〇
五

静
岡
製
缶
有
限
会
社

代
表
取
締
役  

松 

永 

明 

人

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話 

〇
五
六
四
（
五
一
）
一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
四
（
五
一
）
一
五
六
三

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

安 

藤 

宏 

行

株
式
会
社
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

金
属
工
場

代
表
取
締
役  

岩 

橋 　

徹

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

二
─
四
─
三
四

電　

話 

〇
六
（
六
九
六
三
）
〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
九
六
八
）
二
二
九
八

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
─
一
〇

電　

話 

〇
七
二（
九
四
八
）〇
五
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
九
四
八
）二
八
五
五

有
限
会
社
山
野
初
製
缶
所

代
表
取
締
役  

木 

下 

光 

美

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

五
─
一
一
─
二
四

電　

話 

〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

山 
本 
浩 
之

暑
中
お
見
舞

暑
中
お
見
舞

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

（
順
不
同
）

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話 

〇
四
八
（
九
二
二
）
八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八
（
九
二
二
）
八
三
七
五

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

菊 

井 　

治

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
─
四
八
─
一
五

電　

話 

〇
三
（
三
六
二
〇
）
八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
六
二
〇
）
八
〇
六
〇

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
─
一
四
五

電　

話 

〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

藪 

内 
敏 
行

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
─
七
一

電　

話 

〇
三
（
五
六
八
七
）
五
九
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
五
六
八
七
）
六
一
五
五

中
村
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

中 

村 　

定

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
─
五
─
一
五

電　

話 

〇
三
（
五
六
一
一
）
七
七
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
五
六
一
一
）
七
七
六
〇

富

安

株

式

会

社

代
表
取
締
役  

川 

合 

正 

明

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
─
二
─
三

電　

話 

〇
三
（
三
六
二
三
）
一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
六
二
二
）
六
二
六
四

高
野
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
─
三
八
─
六

電　

話 

〇
四
八
（
九
五
三
）
二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八
（
九
五
三
）
五
四
二
一

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

東
京
都
墨
田
区
業
平
三
─
一
〇
─
九

電　

話 

〇
三（
三
六
二
五
）六
一
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
五
）六
一
〇
四

株
式
会
社
日
本
金
属
印
刷
所

代
表
取
締
役  

若 

松 

幹 

雄

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話 

〇
四
八
（
九
二
五
）
一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
四
八
（
九
二
八
）
二
六
二
〇

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井 

洋 

祐

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
─
三

電　

話 

〇
四
七
（
四
五
七
）
五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
（
四
五
七
）
七
二
三
八

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿冨田

四
四
六
二

電　

話 

〇
二
九
七
（
八
六
）
二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
九
七
（
八
六
）
二
四
二
〇

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

正 

和

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
一
─
一
四

電　

話 

〇
四
七
（
三
〇
六
）
〇
二
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
（
三
〇
六
）
〇
二
一
九

株
式
会
社
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｙ

代
表
取
締
役  

石 

原 

拓 

大

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東

一
─
一
─
四
〇

電　

話 
〇
六
（
六
六
九
一
）
一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
六
（
六
六
九
一
）
一
一
二
七

株
式
会
社
井
上
博
商
店

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

歩 

美

大
阪
府
大
阪
市
北
区天

満
二
─
一
二
─
八

電　

話 

〇
六
（
六
三
五
三
）
〇
九
四
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
三
五
三
）
七
六
四
〇

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

松 

本 

勝 

俊

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話 

〇
五
九
六
（
三
九
）
一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
九
六
（
三
九
）
一
一
三
六

株
式
会
社
Ｎネ

ピ

ユ

ー

・
Ｐ
・
Ｗ
技
研

代
表
取
締
役  

山 

本 

亮 

太

埼
玉
県
川
口
市
東
領
家
四
─
七
─
一

電　

話 

〇
四
八
（
二
九
一
）
九
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八
（
二
九
一
）
九
〇
九
八

新
里
機
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

金 

澤 

幸 

一

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話 

〇
四
七
（
三
六
二
）
〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
（
三
六
二
）
八
七
一
五

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

代
表
取
締
役  

江 

連 　

一

株
式
会
社

城
北
錻
力
印
刷
工
業
所

代
表
取
締
役  

竹 

腰 

忠 

臣

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
─
一

電　

話 

〇
四
（
七
一
九
八
）
二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
（
七
一
九
八
）
二
七
七
九

株
式
会
社

セ
ゾ
ン
保
険
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
社
長  

渡 

邊 

美 

彦

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四
─
二
一
─
一

ア
ウ
ル
タ
ワ
ー
四
階

電　

話 

〇
三
（
三
九
八
八
）
八
三
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
九
八
五
）
六
九
八
四

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩五─

一
七
─
一
八

電　

話 

〇
三
（
三
六
九
一
）
六
一
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
六
九
一
）
六
一
七
九

大
貫
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

大 

貫 

雄  

一

株
式
会
社

愛
罐
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役  

菅 

井 

秀 

容

東
京
都
渋
谷
区
本
町
二
─
三
九
─
一
四

電　

話 

〇
三（
五
三
〇
四
）五
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
五
三
〇
四
）五
五
一
六

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
─
三
一
─
一
八

電　

話 

〇
六
（
六
三
四
九
）
一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
三
四
九
）
七
二
二
八

西
部
容
器
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

川 

島 

大 

吾

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江

一
─
二
二
─
一
四

電　

話 

〇
六
（
六
五
四
一
）
九
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
五
四
一
）
三
五
八
八

三
幸
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

武 

田 

有 

広

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
丁
目
六
─
三

電　

話 

〇
六
（
六
七
四
八
）
二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
七
四
六
）
〇
四
〇
〇

是
松
鋼
商
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

是 

松 

一 

郎

全
日
本
金
属
印
刷
工
業

協
同
組
合
連
合
会

会　

長  

菅 

谷 

誠 

一

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
─
二
─
六

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話 

〇
三
（
三
六
二
六
）
二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
六
二
六
）
二
五
〇
二

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町

二
─
二
七
五

電　

話 

〇
四
八
（
六
六
五
）
一
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八
（
六
五
一
）
九
〇
三
一

日
本
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

西 

尾 

文 

隆

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
二
─
一
八
─
一

電　

話 

〇
三
（
四
五
三
一
）
六
八
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
八
〇
）
八
一
六
〇

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

甲 

斐 

政 

浩

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
─
二
─
三

電　

話 

〇
三
（
三
五
九
七
）
三
一
一
一

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

広 

瀬 

政 

之

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
─
六
─
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
六
八
六
七
）
四
九
九
六

日
本
製
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ο
Ο  

今 

井 　

正

暑
中
お
見
舞

暑
中
お
見
舞

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

（
順
不
同
）

埼
玉
県
久
喜
市
清
久
町
二
─
三

電　

話 

〇
四
八
〇
（
九
六
）
一
六
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八
〇
（
九
六
）
一
七
四
三

最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

最 

上  

裕 

光

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話 

〇
五
六
四
（
五
一
）
一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
四
（
五
一
）
一
五
六
三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

安 

藤 

宏 

行

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋

二
─
四
─
一
七  

千
代
田
第
一
ビ
ル

電　

話 

〇
六
（
六
三
五
三
）
一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
三
五
三
）
一
九
六
七

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
─
四
─
五

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
〇
二

電　

話 

〇
三
（
五
八
〇
九
）
三
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
八
六
四
）
〇
九
一
一

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

最 

上  

裕 

光

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

会　

長  

最 

上  　

裕 

光

副
会
長  

安 

藤  　

宏 

行

副
会
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
─
四
─
五

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
〇
二

電　

話 

〇
三
（
五
八
〇
九
）
三
一
三
六

東
京
都
錻
力
地
金
商
業

協
同
組
合

理
事
長  

松 

苗 

昭 

文

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
─
七

電　

話 

〇
三
（
三
六
六
三
）
八
三
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
六
六
三
）
八
三
五
八

埼
玉
県
吉
川
市
土
場
九
三

電　

話 

〇
四
八
（
九
八
一
）
〇
四
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八
（
九
八
一
）
〇
四
七
六

株
式
会
社
東
都
製
缶

代
表
取
締
役  

横 

川 

達 

也

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
─
六

電　

話 

〇
二
九
（
八
四
七
）
七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
九
（
八
四
七
）
六
七
七
九

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

安 

生 

知 

基

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
─
五
五
─
一

電　

話 

〇
三
（
三
六
一
二
）
四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
六
一
七
）
五
〇
三
四

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

岩 

田 

明 

義

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話 

〇
四
七
（
一
二
五
）
一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
（
一
二
五
）
三
六
三
七

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

 

代
表
取
締
役  

神 

宮 

芳 

次 

郎

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町

一
─
一
三
─
一

電　

話 

〇
三
（
三
八
六
六
）
一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
八
六
六
）
二
三
八
八

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

水 

戸 

部 

伸 

寿

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
─
二
八
─
一
二

電　

話 

〇
三
（
三
八
三
一
）
一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
八
三
一
）
七
一
四
四

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

松 

本 

旭 

央

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

一
─
七
─
三
八

電　

話 

〇
六
（
六
九
六
八
）
六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
九
六
二
）
三
二
五
八

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

達 

也

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
─
五
─
一
六

電　

話 

〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

剛 

志

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
─
二
四

電　

話 

〇
七
二
（
二
六
八
）
〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二
（
二
六
八
）
〇
七
八
二

生
野
金
属
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

小 

西 

康 

晴

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
─
三
─
二
八

電　

話 

〇
六
（
六
七
二
三
）
五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
七
二
五
）
三
四
七
〇

大
阪
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
─
二
八
─
一
一

電　

話 

〇
三
（
三
六
二
五
）
一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
六
二
五
）
一
六
八
八

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

代
表
取
締
役
社
長  

廣 

濵 

庄 

一 

郎

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
四
─
三
七
─
六

電　

話 

〇
三
（
三
六
五
四
）
八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
六
五
五
）
七
三
四
八

東
邦
金
属
工
業
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
社
長  

吉 

田 

亜 

津 

史

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
─
七
─
二
〇

電　

話 

〇
六
（
六
三
三
二
）
〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
三
三
四
）
〇
二
五
五

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

板 

垣 　

毅

大
阪
府
大
東
市
御
領
三
─
五
─
二
〇

電　

話 

〇
七
二
（
八
七
四
）
〇
九
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二
（
八
七
五
）
四
二
五
二

日
西
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

矢 

谷 

満 

里 

子

広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠一

一
六
五
─
二

電　

話 

〇
八
二
（
四
三
三
）
五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
二
（
四
三
三
）
五
四
五
三

光
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

吉 

田 

龍 

一

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島

四
─
一
〇
─
四
四

電　

話 

〇
六
（
六
三
〇
九
）
四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
三
〇
一
）
二
一
〇
〇

株
式
会
社
ゼ
ン
ユ
ー

代
表
取
締
役
社
長  

砂 

川 

秀 

樹

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
─
一
三
一

電　

話 

〇
七
二
（
二
二
三
）
八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二
（
二
二
三
）
八
一
四
〇

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

下 

宮 

正 

裕

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀
小
字

西
松
ヶ
花
一

電　

話 

〇
七
七
四
（
八
二
）
二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
七
四
（
八
二
）
四
三
二
四

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

奥 

村 

清 

司
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東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

令
和
７
年
４
月
23
日
筑
波
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
西
コ
ー
ス
で
第
76
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
を
開
催
し

た
。
参
加
者
は
23
人
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝
阿
部 

忠
司
氏

50
48
98
24
74

（
大
成
ブ
リ
キ
印
刷
）

二
位
菅
井 

秀
容
氏

42
50
92
16
76

（
愛
罐
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
）

三
位
大
貫 

雄
一
氏

50
51
101
21
80

（
大
貫
金
属
工
業
）

シ
ニ
ア
枠

優
勝
吉
田 

亜
津
史
氏

58
55
113
28
85

（
東
邦
金
属
工
業
）

　

ＣＰＳＭ会 優勝
阿部 忠司氏（右側）

　

次
回
は
令
和
７
年
11
月
12
日
に
開
催
予
定
。

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

　

令
和
７
年
５
月
14
日
奈
良
県
の
奈
良
国
際
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
で
、第
１
６
４
回
の
ゴ
ル
フ
会
を
開

催
し
た
。

　

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り

優
勝
是
松 

一
郎
氏

52
46

22.8
75.2

（
是
松
鋼
商
）

二
位
菊
井 

研
祐
氏

44
43

11.8
75.2

（
富
安
金
属
印
刷
）

三
位
大
久
保 

出
氏

42
47

13.2
75.8

（
日
東
金
属
工
業
）

　

次
回
は
令
和
７
年
10
月
に
行
う
予
定
。缶友会ゴルフ会 参加者の皆様

令
和
７
年
２
月
か
ら７月

ま
で
の
行
事

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

令
和
7
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2
／
21	

第
44
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

3
／
5	

東
京
中
央
会

	

「
組
合
届
出
書
類
作
成
講
習
会
」

3
／
6	

東
京
中
央
会

	
�「

中
小
企
業
が
で
き
る
Ｄ
Ｘ
の
始
め
方	

セ
ミ
ナ
ー
」

3
／
12	

東
京
中
央
会

	
�「

令
和
６
年
度
下
期	

情
報
連
絡
員

報
告
会
」

3
／
24	

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
会
議

3
／
26	

事
務
局
長
協
会「
69
回
定
期
総
会
」

4
／
11	

監
事
会

4
／
16	

Ｐ
Ｒ
委
員
会
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
チ
ー
ム

	

第
１
回
運
営
委
員
会（ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

4
／
16	

第
１
回
理
事
会（
役
員
会
）

	

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

4
／
16	

事
務
局
員
歓
送
迎
会

4
／
23	

第
76
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

5
／
23	

正
副
理
事
長
会
議

5
／
23	

第
47
回
通
常
総
会

6
／
10	

東
京
都
鉄
二
健
保
組
合

	

「
算
定
基
礎
説
明
会
」

7
／
11	

第
２
回
理
事
会

7
／
17	

東
京
中
央
会

	

「
組
合
役
職
員
講
習
会
」

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

令
和
7
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3
／
25　

役
員
会

5
／
14　

缶
友
会
ゴ
ル
フ

5
／
22　

第
57
期
通
常
総
会

6
／
2　

合
同
部
会

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

令
和
7
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3
／
6　
「
生
産
性
向
上
等
に
関
す
る

	
政
府
の
支
援
策
」業
界
向
け
説
明
会

	

（
T
e
a
m
s
）

3
／
13	

第
３
回
理
事
会（
役
員
会
）

3
／
13	

第
３
回
全
日
本一般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

	

推
進
協
議
会

4
／
3	

第
１
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会

	

協
議
会
運
営
委
員
会（
Z
o
o
m
）

4
／
3	

「一般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

２
０
２
５
」第
１
回
運
営
委
員
会

	

（
Z
o
o
m
）

4
／
14	

「一般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

２
０
２
５
」第
２
回
運
営
委
員
会

	

（
Z
o
o
m
）

4
／
18	

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

5
／
13	

会
計
監
査

5
／
27	

第
１
回
理
事
会（
役
員
会
）（
Z
o
o
m
）

6
／
3	

「一般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

２
０
２
５
」第
３
回
運
営
委
員
会

	

（
Z
o
o
m
）

6
／
5	

第
47
回
定
時
総
会

6
／
5
～
6　

	

第
48
回
全
国
流
通
委
員
会
・

	
�

部
会
協
議
会
・	

大
阪
製
罐
㈱
工
場

見
学
会

7
／
9	

全
国
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

	

連
合
会「
第
25
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
18
」

7
／
11	

「一般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

２
０
２
５
」

7
／
30	

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

令
和
７
年
８
月
か
ら

令
和
８
年
１
月
ま
で
の
行
事
予
定

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

令
和
7
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

9
／
18	

第
３
回
理
事
会（
役
員
会
）

9
／
18	

人
材
育
成
委
員
会
主
催
会
議

11
／
12	

第
77
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

11
／
21	

第
４
回
理
事
会（
役
員
会
）

11
／
21	

流
通
・
交
流
委
員
会
主
催
会
議

11
／
21	

忘
年
会

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

令
和
7
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

8
／
1	

役
員
会　

9
／
17	

大
阪
府
中
央
会
大
会

10
／
中
旬　
４
Ｓ
会
ゴ
ル
フ

10
／
下
旬　

缶
友
会
ゴ
ル
フ

11
／
中
旬　

合
同
部
会

12
／
5	

役
員
会

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

令
和
7
年 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

９
／
未
定　

経
済
産
業
省
金
属
課

	

「
令
和
７
年
度一般
缶
業
況
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

12
／
10
～
12　
「
エコ
プ
ロ
２
０
２
５
」	共
同
出
展

令
和
7
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
／
未
定　

三
役
年
始
挨
拶
回
り

1
／
14	

全
国
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

	

連
合
会「
新
年
賀
詞
交
換
会
」

1
／
15	

第
２
回
理
事
会（
役
員
会
）

1
／
15	

令
和
７
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

合
伝
言
板

組
《
代
表
者
交
代
》

（
東
日
本
組
合
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

エ
ヌ
エス
金
属
工
業
㈱

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

安
生
知
基
氏

	

令
和
７
年
７
月

《
加
入
会
員
》

（
東
日
本
組
合
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

伊
藤
製
缶
所
㈲	

令
和
６
年
11
月
22
日

《
脱
退
会
員
》

（
東
日
本
組
合
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

古
茂
田
工
業
㈱	

令
和
７
年
３
月
31
日

（
東
日
本
協
賛
会
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

昭
和
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
㈱	

令
和
７
年
３
月
31
日

《
社
名
変
更
》

令
和
７
年
５
月
１
日

㈱
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ 

製
罐
事
業
部（
旧
杉
浦
製
罐
㈱
）

令
和
７
年
７
月
１
日

田
中
産
業
㈱（
旧
Ｍ
Ｇ
Ｓ
㈱
）

《
住
所
変
更
》

中
條
製
缶
株
式
会
社

〒
３
８
２‒０
９
０
１（
旧
３
８
２‒０
０
７
１
）

	

令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り

東
京
都
狛
江
市
岩
戸
北
三
─一一─
九

電　

話 

〇
三（
三
四
八
八
）四
二一一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
四
三
〇
）〇
四
三
七

千
代
田
第
一
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

鈴 

木 
信 
夫

暑
中
お
見
舞

暑
中
お
見
舞

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

（
順
不
同
）
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